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農業委員会先進地視察について
　10月 31 日、「省力化」をテーマに視察研修を行いましたので、その取り組みの主なものを紹介します。
興味のある内容がありましたら、農業委員等へご相談ください。

　「雑草抑制おまかせネット」という商品を知っていますか？
　伯耆町丸山地区では、「中山間地域等直接支払交付金集落協定」におけ
る活動の一環として、このネットを活用した畦畔草刈り作業の省力化事
業に取り組んでいます。この事業の画期的なところは、「8年間草刈り不
要、事業費負担実質 0円で設置可能」なことです。
　集落協定に参加している圃場の畦畔であれば、「中山間地域等直接支
払交付金」や「多面的機能支払交付金」を活用し、これまでの個人支払
等に影響しない別枠にて事業実施可能。丸山地区では、今年度、約 3，
600 ㎡の畦畔に設置し、事業費約 145 万円（うち資材費約 120 万円、
人件費 25 万円。1㎡あたり約 400 円の事業費）の実績見込みであると
のことです。
　よくある防草シートとは違い、ネットの中で草が生きているため畦畔
を崩さず、虫は通さないため、カメムシ被害も防げます。「石が多い畦畔」
や「法面の下に水路などがあり、転落の危険がある畦畔」など、草刈り
がしにくい畦畔ほど設置効果が高いようです。

▲商品名「雑草抑制おまかせネット」

▲根は生かし、畦畔守り、草刈り不要　

地域計画の作成にご協力ください

伯耆町丸山地区「畦畔草刈り作業の省力化」

　「地域計画」とは、農業者や地域住民の話し合いにより策定される、地域の将来の農地利用の姿など
を明確化した設計図です。地域の農地を残すため、地域の農業が続いていくため、10年後に誰がどの
農地の耕作を担うのかを示した地域計画（旧：人・農地プラン）を、令和 6年度末までに作成します。　
　農業委員会では、令和元年度から集落訪問等やアンケート調査を行い、地域での話し合いにより、「人・
農地プラン」「集落戦略」を作成してきました。その計画を引き継ぎ、より具体的に地域農業の将来像
を示した地域計画を作成するため、農業委員会が令和 6
年 1月から各集落を訪問しますので、作成にご協力くだ
さいますよう、よろしくお願いします。
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　農業委員会では、農地の利用促進に向けた情報収集のた
め、毎年、8月から 11 月にかけて、農地パトロール（農
地利用状況調査）を行っています。
　今年度は、農地の現況と課題について、本町議会とも共
通認識を図るため、町議会総務経済常任委員会にも同行い
ただきました。
　農地パトロールでは、さまざまな理由により遊休化した
農地を巡回し、圃場の状況、遊休化の原因、水路の状況な
どについて、現地を見て状況把握を行いました。比較的優
良な農地であっても、飛び地であり水路管理を少人数で管
理することが難しくなってきたため、遊休化が進んでいる
農地が増加傾向にありました。

　新聞などでも取り上げられていますが、
「水田活用の直接支払交付金」の見直しによ
り、令和 4年度から 8年度までの 5年間に
一度は水張りをしないと、令和9年度以降、
「産地交付金」などの交付対象外となります。
　本町では、この交付金を活用し、地域の
農地及び景観を守るための対策として、水
稲よりは比較的栽培労力が少なく、補助金
等により採算性を保つことができるソバ栽
培を推奨してきました。
　そのため、ソバ栽培などにおいて、令和
8年度までに水張りを行わないと令和 9年
度以降の採算性が保てなくなることが懸念
されています。

▲地域景観を形成する農地（ソバ）

▲たった 5年で再生困難な農地となり、
隣接する農地へ悪影響が。

令和 5年度農地パトロール（農地利用状況調査）全体会について

　また、今年度からの新たな課題として、水田活用の
直接支払交付金の見直しに係る「水張り 5年ルール」
（ページ左下参照）についても影響を把握するため、特
に影響が大きいと思われるソバ圃場について、現地を
見て思いを巡らせました。
　パトロール後の対応協議では、比較的優良な農地に
ついて、受け手となる担い手をあっせんするための候
補者リストを作成しました。近年では、担い手も高齢
化などにより、これ以上、農地を引き受けることが年々
難しくなってきており、断られることも多くなってき
ています。
　農地は、たった 4、5年放置するだけで、木が生え、
カメムシなどの温床となり、周辺の農地に悪影響を及
ぼすこととなります。全ての農地を守ることは難しい
ですが、面的なまとまりのある農地や地域景観に影響
の大きい農地などは守っていく必要がありますので、
自分だけの農地と思わず、耕作が難しくなってきた場
合は、手遅れとなる前に農業委員会にご相談ください。

「水張り 5年ルール」とは

農地ナビを活用しましょう！
全国の農地の情報をインターネット上で公開しています。
パソコン、スマートフォンのどちらでも閲覧できます。

農地ナビ


